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Profile・小野田工業高等学校の部活動。部員は3年生 3人・
2年生 6人の計 9人で、主な活動内容はロボットの製作。
顧問は「ものづくりの根幹を体現するクラブ」と評価してい
る。写真は、今年 8月に行われた「高等学校ロボット競技
大会」県予選の出場メンバー。10/18 ㈰開催のスマイル・
ハロウィンパーティーにも出展予定。

▲競技大会に向けたロボット
製作の様子

▲3月15日に開催された「須
恵ふるさとまつり」に出展

Qどのような活動をしていますか？
A中心となる活動は「高等学校ロボット競技大会」に向け
たロボット製作です。毎年 4月頃に発表されるルールを基
に競技コートを再現し、課題をクリアするためのロボットの
設計・製作・制御プログラミングに取り組んでいます。今
年 8月に下松工業高等学校で開催された県予選には、2台
をエントリーしましたが 1台は完成に至らず、もう1台も坂
を登りきれない等の課題が残り、悔しい結果となりました。
Q地域に向けた活動はありますか？
A近隣の小・中学校で「出前授業」を行い、プログラミ
ングやものづくりの楽しさを伝えています。また、住
吉まつりや須恵ふるさとまつり等のイベントで、ロボッ
トの実演・展示も行っています。昨年は、幼稚園等か
ら壊れたおもちゃを預かり、修理してお返しする「おも
ちゃの修理工場」を初めて実施し、15 台に対応しまし
た。修理できない場合がありますが、スマイル・ハロウィ
ンパーティーの出展でも実施しますので、壊れたおも
ちゃがあれば、ぜひお持ちください！
Qメカトロ部の魅力は？
A大会の結果だけを目標にするのではなく「作ることそ
のものを楽しむ」点です。仲間と切磋琢磨しながら磨い
た技術を、人に喜ばれる形で発揮できることにも、大
きなやりがいを感じています。
Q今後の目標は？
Aまずは大会用ロボットを最後まで完成させることで
す。部員からは 3Dプリンターでオリジナル部品を自
分で設計・出力できるようになりたいという声もあり
ます。私達 3年生は卒業までの残り少ない時間の中で、
仲間との思い出を一つでも多く作りたいと話しています。
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「作ることを楽しむ」から地域とつながる


